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駐車場

整理された住宅街であり側道
に迫って住宅 が密集している。 
側道幅は５ｍであるが植樹の
余地はない。   

ス－パー“ベルク”の用地が隣

接しており、３ｍの管理用道
路と店舗用地の間にさらに３ｍ

の空間領域が設けられている

（ベルクの用地か）。 

出来ればこの空間を植樹して

緑化を行いたいところである。  

この区間はマンション部分を除
き露天の駐車場が連続してい
る。 
この駐車場区間に植樹が可能
か検討したい所である。 

開発整理された住宅街である。５

ｍの側道に接近して住宅が密集し

ているため、植樹可能なスペース

はない。 
 

開発整理された住宅街で密集
している。 
しかも側道幅は３ｍ程度であ
るため植樹の余地はない。 

市指定のレク施設があるが、
植樹はほとんどない。この空
間に植樹の可能性がある。 
また、この地に連続して比較的
大きな駐車場があり、工夫して
植樹すれば連続した植樹帯も
可能かもしれない。 

①～③区間は区画整理がで
公園が設置されている。側道
幅は３ｍ程度で植樹等の余地
はない。 

住宅が管理道路に接近し植樹
等の余地はない。 

⑤～⑥区間は、空地（駐車場・
畑）が管理用道路に接近して
いるが民有地のため植樹など
の余地はない。 
畑は生産緑地で、白梅が植栽
されている。また、畑の西側に
は幅2m程度の公有地が残って
いると思われる。 
民有地と公有地の有効利用を
含め一体的な緑空間の創出を
検討する余地がある。 

 

空地（駐車場・畑）が管理用道
路に接しているが、民有地のた
め植樹等の余地はない。 
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飯盛川環境実態調査ー２　　飯盛橋～金内橋（0.8ｋｍ）

整理された住宅街で密集している。 

道路沿いに樹木が繁茂した

緑地が連続している。清水町

公園に連続する領域でもある 
 

整理された住宅街で密集して

いる。 

道路幅は５ｍあるが植樹の余

地はないようである。 

道路沿いに樹木が繁茂した

緑地があり、背部にレク施設

が隣接している。 

樹木を整備して充実した緑地

とし、隣接のレク施設と一体

化した緑地帯を形成すると良

い環境になる。 

未整理の宅地であろうか、住宅が
散在し畑などの緑地と混在してい
る。 

アパートのある区間は道路と
の間に余裕があり、すでに枯
れた状態の樹木が並んでいる。 
この樹木を植替えすれば緑化
再生の可能性がある。 

樹木が数本植えられた比較
的広大な緑地空間である。 
生産緑地、畑、遊休地等で構
成されており、植樹緑化を図
りたい領域である。 

背部に隣接する清水町公園
との間の緑地は花壇として活
用されており、美しい景観を
つくっている。 
 

※特記事項：上流側の生産緑地⑦から、花壇設置部⑧を経

てあずま橋⑨に至る区間は延長約３５０ｍ（赤枠区間）に及

び、現状でも連続した緑地が形成されている。これをさらに

植樹によって整備し、清水町公園と一体化した快適な緑地

空間を造りたいものである。 

⑫～⑬区間は、小規模公園、
けやきの大木等がある。 
北坂戸駅からのけやき並木に
も繋がっており、「けやきゾー
ン」として樹木などの保存・整
備を図りたい。 

⑪～⑫区間は未舗装で、芝な
どで覆われている。 

住宅街に接近して水田が残さ
れ、通年を通して美しい景観を
創出している。 
管理用道路は狭く植樹は無理
である。 

⑩～⑪区間は、管理用道路は
無く車道が7.0 ｍ程度であるた
め、幅員を狭めれば2.0 m程度
の空地確保は可能である。 

住宅街に接近して水田が残さ
れ、通年を通して美しい景観を
創出している。 

河川内には、水浄化用の炭

バックが設置されており、緑地

帯を整備すれば水田との景観

も向上する。 
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住宅密集地であるが２か所に
空き地がある。道路は３～４
ｍで植樹の余地はない。 

大きな領域に畑としての緑

地があり、植樹緑化が可能

な余地がある。 

住宅街の領域は密集してい

る。 

この区間は未整理の宅地と

思われる。家屋が散在し、

畑などの緑地と混在してい

る。 

植樹緑化が可能な余地があ

る。 

開発整理された住宅街で密

集しており、側道幅も狭く３

ｍ程度である。 
このため植樹の余地はない。 
 

この区間は、道路幅員が6ｍ程
度と広い。道路部の幅員を5.0ｍ
程度に狭くすれば、1.5ｍ程度の
空地が確保でき、樹木、芝等で
の緑化が可能である。 
また、河川内に緑地帯が整備さ
れ、鯉や水鳥等が生息している。
他の区間も河川内の緑化を進
めれば、生物の繁殖や景観も向
上する。 

管理用道路は無く、道路幅員が

6ｍ程度と広い。ガードレールと

フェンスにも0.8ｍ程度の空地が

ある。 
道路部の幅員を5.0ｍ程度に狭
くすれば、1.8ｍ程度の空地が
確保でき、樹木、芝等での緑化
が可能である。 

金内橋⑬～下水処理センター
⑰の左岸側は、緑道整備の可
能性が見込める区間である。 

⑮上流～⑯の区間は未舗装で、
芝等で覆われている。 

⑬～⑭の区間は未舗装で、芝
等で覆われている。一部隣接
住宅のプランターが置かれ、花
壇等として利用されている。 


